
 厳粛な雰囲気の中、修業式を迎えました。彼らは約４ヶ月の間、ディーゼル主機、
補機等の構造、機能及び基本的な保守整備等を学びました。 

 第2903期 海士ディーゼル課程 修業式  
（30.4.12（木）於：第２術科学校）  



  整備に必要な特殊な工具を活用
し、自分に与えられた機関を組立て、
故障なく、起動することができました。 

 

 実際に様々な機器に触れ実習した
ことが、大きな自信となりました。 

 整備実習の様子です。 

 

 教官の指導の下、小型ディーゼル機
関の分解、組立を行うことにより、基本
的な整備法を習得しました。 

 



 優等賞授与の様子です。 

 

 教育期間を通じ、優秀な成績を修
めた学生に対し、優等賞又は努力賞
が授与されます。 

 

  

  

 学生の見送りの様子です。 

  

 「帽ふれ」の後、彼らは、それぞ
れの勤務地に向け出発しました。
「実戦」の始まりです。 

 「行き足を止めるな」「灯りを消す
な」「傾けるな」の精神のもと、艦艇
の任務遂行の原動力となることが
大いに期待されております。 

  


